
新入生保護者説明会を行い，生徒会本部役員が学
校紹介を行いました

2/3(金)，新入生保護者説明会を実
施しました。各小学校の６年生児童も
参加する予定でしたが，ほとんどの小
学校でインフルエンザの流行による学
級閉鎖を行っていたため，保護者への
説明のみの開催となりました。６年生
児童対象の見学会は，
2/28(火)に延期して実
施することにしまし
た。説明会当日は，た
くさんの保護者にお集
まりいただき，生徒会
の本部役員による学校
説明を実施しました。
プレゼンによる説明の
後は，各部の部長等が
一人ずつ登場し，ＰＲ
を兼ねて説明を行いま

現在の赤塚中学校の様子を伝えました

した。説明会の最後には，生徒の案内による施設見学と部活動見学を行いました。赤
塚中学校の雰囲気をわずかながら感じて頂けたかと思います。

インフルエンザの罹患者が急増し，先週，インフルエンザの警報が茨城県

全域に出されました。水戸市内の各小中学校においても学級閉鎖等の処置を

実施した学校が多数見受けられました。本校においても罹患者が10名超見ら

れますので，うがい，手洗い等をまめに行い未然防止に努めてください。

平成２９年２月７日

赤 塚 中 学 校 だ よ り 「 赤 中 プ ラ イ ド 」
「時間を守る」「話をきちんと聴く」「清掃にしっかりと取り組む」 №４１

ＨＰアクセス数 １６６４４９

第32回水戸市学校保健大会で
表彰されました。

2/1(水)，県民文化センター小ホールにて「生
涯を通じて，心豊かにたくましく生きる力を育
む健康教育の推進」をスローガンに市学校保健
大会が開催されました。
赤塚中学校が「水戸市健康優良学校」に，３

年生の大内祐也さんと山口美優さんが「水戸市
児童生徒保健体育賞」に選ばれ表彰を受けまし
た。
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く
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周
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習
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で
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茹
だ
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こ
の
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開
催
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一
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だ
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大
会
作
文
集
」
に
掲
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れ
た
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す
。

「先
生
は
い
つ
ま
で
も
待

っ
て
る
か
ら
な
。
」


